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健やかな体の育成 地域とともにある学校

確かな学力の向上
◎基礎学力の充実
〇言葉の力の育成
〇教員の授業力向上

確かな学力の向上

その他の課題

・避難訓練については、担当者が
中心となり、職員が協力して取り
組むことができた。
・ボランティアさんによる、ソフ
トバレーボールや縄跳びのカウン
ト、子どもセンター事業のキン
ボールやドッチボールなどで、楽
しんで体を動かせた。

・学校ボランティアの皆さんに積
極的に教育活動に加わっていただ
くことで、交流する機会を増やす
ことができた。
・地域の祭りに全校で参加し、地
域の方々との親交が深められた。
・近隣の保育所と交流し、図鑑の
プレゼンとなどを行った。

・総合的な学習の時間の
授業研究を中心に全教員
の授業力の向上を図る。
・タブレット端末の有効
活用を工夫する。

・国語科の授業研究を中心に授業
力の向上を図った。
・などの活動を取り入れ、言葉の
力の育成を図った。
・スキルアップや放課後学習を有
効活用した。
・読書加配を有効に活用し、読み
聞かせや保育所交流、新聞づくり
など行った。

・授業としての体育以外にも、子
どもセンター事業や遊びボラン
ティアさんによる休憩時間の活動
にも運動を採り入れた。
・栄養士による学年に応じた食育
授業を実施した。
・保健室からの情報発信を計画的
に実施した。

・地道な取り組みが実を結
び、県学力テストでは、県
の平均値よりアップした。
さらに成果が実感できるよ
うな学習方法を工夫した
い。

・自学自習の力をつけ、学
習内容の習熟度を全国平
均に近づける。
・児童主体のわかる授業
が実践できた。
（児童・教師９０％）

校長氏名

健やかな体の育成
◎運動に親しむ習慣づくり
〇食育の推進
〇保健教育の充実
〇危機回避能力の育成

地域とともにある学校
◎家庭・地域との連携充実
〇学校ボランティア活動の
充実
〇地域行事への参加・協力

豊かな心の育成
◎挨拶のできる子の育成
〇道徳教育の充実
〇障がい者、高齢者との
　交流活動の推進

『豊かな心情を持ち、よく考え、健康で決まりある行動のできる子を育てる』
　　・豊かな心を持ち、みんなと仲よくする子・進んで学び、よく考える子・心身ともに健康で、生き生きした子
≪小倉の自然、社会、人、文化に根差した特色ある学校づくり≫

・児童の登下校の見守り、
子どもセンター事業、校区
探検、農業体験、マイ茶碗
作り、工場見学、読み聞か
せなど学校ボランティアの
方々や地域の方々と交流を
深められた。

橋爪　順子

令和７年度　自己評価書

学校名 　　　　　　　　和歌山市立　小倉小　　学校

教育目標

作成日 令和　８  　年　２ 　月　２　日

豊かな心の育成

・積極的に運動を行える
環境を整え、実践する。
（教師90％）
・食育を推進し、給食の残
食が一日1㎏未満になる
ようにする。

・学校の情報発信につい
ての保護者評価（90％）
・近隣の諸学校と連携し
た取り組みを実践できた。
（教師80％）

・学校が楽しいと感じてい
る児童が90％以上を占めて
いるが、いじめアンケート
などの結果を受け、今後も
早期発見・早期対応し、相
手を思いやる心の育成に努
めたい。

・引き続き、体育の授業以
外でも、運動に親しむため
の工夫を考える。モルック
など誰でも取り組めるス
ポーツを採り入れる。

・地域の方々に協力してい
ただきながら、さらに学び
を充実させ、積極的に地域
と関わり、自分事として捉
え、地域愛を育めるように
していきたい。

・あいさつや掃除等の基本的
生活習慣を大切にした。
・障がい者施設（小倉園さ
ん）との交流活動を実施し
た。
・読書習慣の定着のため、学
校図書館を充実させ、読み聞
かせなど行った。

・学校が楽しいと感じる。
（児童90％）
・いじめの解消率を１０
０％にする。

・あいさつや掃除など、
教職員が児童とともに活
動する中で、心の育成に
努める。
・環境が整った学校図書
館を有効活用する。


